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◎
和
歌
山
県
立
高
等
女
学
校

　

我
学
校
は
旧
城
の
西
南
、
和
歌
山
市
湊
通
町

北
二
丁
目
師
範
学
校
の
西
に
位
し
、
一
番
地
二

番
地
三
番
地
を
合
併
し
て
明
治
三
拾
六
年
二
月

二
拾
二
日
の
日
を
以
て
創
立
し
た
り
し
和
歌
山

県
立
和
歌
山
高
等
女
学
校
な
り
。

　

面
積
は
凡
そ
三
千
八
百
坪
有
り
。
周
囲
は
土

塀
・
板
塀
を
以
て
築
き
、
校
内
に
は
広
大
な
る

運
動
場
あ
り
。
亦
許き
ょ

多た

の
花
園
あ
り
て
、
学
年

毎
に
別
ち
て
毎
日
之こ
れ

を
掃
除
し
、
四
季
の
草
花

を
列
ね
、
青
々
と
高
く
成
長
し
た
る
、
ぽ（

っポ

ぷプ

れラ

い）

多
く
頗

す
こ
ぶ
る

壮
麗
な
り
。
棟
は
八
棟
あ
り
。

本
館
及
寄
宿
舎
は
二
階
に
て
他
は
平
屋
な
り
。

本
館
に
は
普
通
教
室
三
室
、
応
接
室
、
宿
直
室
、

事
務
室
、
校
長
室
、
図
書
室
、
教
員
室
、
音
楽

◎
受
験
戦
争

　

か
つ
ゑ
に
は
、
進
学
可
能
な
条
件
が
揃
っ
て

い
た
と
は
い
え
、
誰
し
も
が
和
高
女
へ
入
学
で

き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
明
治

四
十
年
三
月
六
日
付
の
『
紀
伊
毎
日
新
聞
』
に

よ
る
と
、
本
科
一
年
百
名
の
と
こ
ろ
三
二
六
名

の
応
募
が
あ
っ
た
ほ
か
、
技
芸
専
修
科
に
三
七

名
、
補
習
科
に
も
二
四
名
の
志
願
者
が
集
ま
る

難
関
校
で
し
た
。

　

か
つ
ゑ
の
『
作
文
清
記
帳
』
に
、
入
学
志
望

者
へ
の
受
験
手
続
と
準
備
の
方
法
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

・
高
等
小
学
校
二
年
程
度
の
数
学
・
国
語
・
作
文
・

　
習
字
等
に
候
へ
共
こ
と
に
数
学
は
必
要

・
体
格
検
査
も
余
程
厳
し
く
、
と
ら
ほ
ー
む
其

　
他
の
眼
病
等
は
特
に
注
意

・
試
問
の
際
は
、沈
着
に
し
て
言
語
挙
動
を
つ
ゝ

　
し
み
、
明
白
を
旨
と
な
さ
る

と
、
自
身
の
合
格
体
験
を
振
り
返
っ
て
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
い
ま
す
。

◎
海
老
茶
式
部
が
闊
歩
す
る

　

現
在
で
も
大
学
の
卒
業
式
で
よ
く
見
か
け

る
、
矢
絣
な
ど
の
着
物
に
袴
と
い
う
組
み
合
わ

せ
は
、
も
と
も
と
女
学
校
で
着
用
さ
れ
て
い
た

制
服
で
し
た
。
和
高
女
で
は
、
市
立
時
代
の
明

治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
に
、
木
綿
の
着
物

と
袴
の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

服
装
が
一
様
で
な
か
っ
た
た
め
、
同
三
十
六
年

に
袴
章
と
礼
服
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

制
服
に
つ
い
て
、
か
つ
ゑ
と
そ
の
同
級
生
が
、

卒
業
に
際
し
て
寄
せ
書
き
し
た
文
集
『
忘
れ
な

草
』
に
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

服
装
の
如
き
も
質
素
を
旨
と
し
、
綿
服
を
以

て
限
ら
れ
、
遠
足
そ
の
他
式
日
と
い
へ
ど
も
三

立
当
初
は
、
七
番
丁
（
現
在
の
伏
虎
中
学
校

敷
地
）
に
あ
り
ま
し
た
が
、
明
治
三
十
六
年

（
一
九
〇
三
）
二
月
九
日
、
湊
通
丁
北
（
現
和

歌
山
税
務
署
付
近
）
の
地
に
新
築
・
移
転
し
て

い
ま
す
（
図
１
、『
県
報
』
告
示
第
四
一
号
）。

　

普
通
教
室
は
も
ち
ろ
ん
、
音
楽
室
や
理
科
教

室
な
ど
特
別
教
室
が
充
実
し
て
い
ま
す
が
、
設

備
だ
け
で
な
く
、
校
内
に
は
花
園
が
設
け
ら
れ
、

ポ
プ
ラ
の
木
が
植
え
ら
れ
る
な
ど
、
緑
豊
か
な

環
境
の
な
か
に
あ
り
ま
し
た
。
特
に
ポ
プ
ラ
の

木
陰
は
、
生
徒
た
ち
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
ま

た
、
和
高
女
の
象
徴
と
し
て
愛
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。

◎
岩
﨑
か
つ
ゑ
と
女
子
教
育

　

か
つ
ゑ
は
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
四

月
、
和
高
女
本
科
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
男
女
と
も
に
小
・
中
あ
わ
せ
て

九
年
間
の
義
務
教
育
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

当
時
は
女
子
に
対
す
る
教
育
へ
の
関
心
が
低
く
、

小
学
校
以
上
の
進
学
は
、
ま
だ
ま
だ
難
し
い
時

代
で
し
た
。

　

岩
﨑
家
は
、
江
戸
時
代
か
ら
村
役
を
つ
と
め
、

か
つ
ゑ
の
父
富
三
郎
も
、
紀
三
井
寺
村
長
に
就

く
な
ど
、
経
済
的
に
も
余
裕
が
あ
り
、
女
子
教

育
に
対
し
て
理
解
の
あ
る
、
当
時
と
し
て
は
恵

ま
れ
た
環
境
に
あ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

室
等
、
階
上
に
は
普
通
教
室
六
室
、
図
画
習
字

教
室
、
裁
縫
教
室
等
、
寄
宿
舎
に
は
生
徒
室
四

室
、
舎
監
寝
室
、
舎
監
室
、
裁
縫
教
室
等
、
階

上
に
は
生
徒
室
七
室
あ
り
。
其
他
、
理
科
教
室
、

器
械
室
、
裁
縫
教
室
、
作
法
室
、
割
烹
室
、
食

堂
、
生
徒
控
所
、
数
多
の
小
室
等
あ
り
。
又
先

生
は
大
勢
あ
り
て
、
全
生
徒
の
学
年
は
、
補
習

科
は
一
学
年
、
技
芸
専
修
科
は
三
学
年
、
本
科

は
四
学
年
に
て
目
下
生
徒
総
数
は
四
百
三
拾
三

名
の
多
き
に
及
べ
り
。
誠
に
静
閑
な
る
欠
点
な

き
好
き
学
び
場
所
な
り
。

（
写
真
１
、
当
館
寄
託
岩
﨑
家
文
書
よ
り
『
作

文
清
記
帳
』
資
料
番
号
未
定
）

　

右
の
文
章
は
、
紀
三
井
寺
村
出
身
の
岩
﨑
か

つ
ゑ
に
よ
る
作
文
で
す
。　

和
歌
山
県
立
高

等
女
学
校
（
以

下
、「
和
高
女
」）

は
、
明
治
二
十
四

年
（
一
八
九
一
）

和
歌
山
市
立
高
等

女
学
校
と
し
て
設

立
、
同
三
十
二

年
（
一
八
九
九
）

の
「
高
等
女
学
校

令
」
の
発
布
に
伴

い
、
同
三
十
四
年

（
一
九
〇
一
）
県
に
移

管
さ
れ
ま
し
た
。
設

写真１　「作文清記帳」

海
老
茶
式
部
が
闊
歩
す
る

　
　
　
　
　
　

―

近
代
和
歌
山
の
女
子
教
育―
海
老
茶
式
部
が
闊
歩
す
る

　
　
　
　
　
　

―

近
代
和
歌
山
の
女
子
教
育―

日
高
郡
切
目
川
河
口
地
域
の
津
波
の
歴
史

日
高
郡
切
目
川
河
口
地
域
の
津
波
の
歴
史

平
成
二
十
八
年
度  

歴 

史 

講 

座

平
成
二
十
八
年
度  

歴 

史 

講 

座

P1P4P7P8

か
っ
ぽ

か
っ
ぽ

『
古
文
書
徹
底
解
釈 

紀
州
の
歴
史 

第
四
集
』
の
刊
行

紀
要
第
十
九
号
の
刊
行

『
古
文
書
徹
底
解
釈 

紀
州
の
歴
史 

第
四
集
』
の
刊
行

紀
要
第
十
九
号
の
刊
行

平
成
二
十
八
年
度

古
文
書
講
座
Ⅱ

図１　和歌山県立高等女学校とその周辺
「日本交通分県地図　其十二」

毎日新聞社　大正十三年（1924）当館蔵
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つ
紋
付
黒
地
の
綿
服
を
用
ふ
。
且
つ
袖
丈
は
一

尺
五
寸
を
以
て
限
り
と
し
、
袴
の
色
は
海
老
茶

に
し
て
裾
よ
り
三
寸
五
分
の
処
に
白
色
細
毛
べ

り
の
二
線
を
附
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

か
つ
ゑ
の
卒
業
写
真
（
写
真
２
）
を
見
る
と
、

右
側
の
黒
紋
付
の
卒
業
生
、
左
側
の
在
校
生
と

も
に
、
袴
の
裾
に
二
本
の
白
線
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
袴
章
で
す
。
学
校
ご
と
に
決
め
ら
れ
て

い
た
た
め
、
こ
こ
を
見
れ
ば
ど
こ
の
女
学
校
か
、

ひ
と
目
で
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
海
老
茶
色
の
袴
を
着
け
た
女
学
生

は
、
宮
中
の
女
官
の
呼
称
で
あ
る
「
～
式
部
」

を
も
じ
っ
て
「
海
老
茶
式
部
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
生
徒
心
得
と
し
て
、
袖
丈
の
長
さ
や
袴
章

の
位
置
ま
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
彼
女

た
ち
な
り
に
お
洒
落
を
し
て
、
和
歌
山
の
城
下

　

翌
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
九
月
、
か
つ
ゑ

は
母
校
で
あ
る
名
草
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
和

歌
山
市
立
名
草
小
学
校
）
に
転
任
、
六
年
半
つ

と
め
た
の
ち
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
三
月

に
仁に
ん

義ぎ

尋
常
高
等
小
学
校
（
元
海
南
市
立
仁
義

小
学
校
）
に
異
動
の
辞
令
が
出
た
も
の
の
、
翌

四
月
、
病
気
を
理
由
に
退
職
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
同
年
五
月
に
は
、
東
京
の
第
三
日

暮
里
尋
常
小
学
校
（
現
荒
川
区
立
第
三
日
暮
里

小
学
校
）
に
代
用
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
童

謡
「
夕
焼
小
焼
」
の
作
詞
者
、
中
村
雨
紅
こ
と

高
井
宮
吉
と
と
も
に
教
壇
に
立
っ
て
い
ま
す

（
表
紙
写
真
）。
翌
九
年
（
一
九
二
〇
）
九
月
に

は
、
正
式
に
訓
導
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。
こ

の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
十
月
ま

で
つ
と
め
た
の
ち
、
再
び
病
気
を
理
由
に
退
職

し
、
帰
途
に
着
い
て
い
ま
す
。
帰
郷
し
た
か
つ

ゑ
は
、
名
草
尋
常
高
等
小
学
校
へ
復
職
し
、
後

進
の
指
導
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
内
容
は
、
現
在
整
理
中
の

岩
﨑
家
文
書
の
な
か
か
ら
選
ん
だ
も
の
で
す
。

資
料
番
号
未
定
の
た
め
、
閲
覧
の
際
は
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

和
高
女
と
明
治
・
大
正
の
女
学
生
に
つ
い
て
、

四
月
十
二
日
～
七
月
十
二
日
ま
で
ケ
ー
ス
展
示

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
砂
川
佳
子
）

＊
参
考
文
献
＊

『
和
歌
山
市
史
』、『
和
歌
山
県
教
育
史
』

『
百
年
の
あ
ゆ
み
』
仁
義
小
学
校
百
周
年
事
業
実
行
委

員
会

土
田
陽
子
『
公
立
高
等
女
学
校
に
み
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
秩

序
と
階
層
構
造
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　

二
〇
一
四
年

場
に
五
面
も
備
わ
っ
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
は
、

赤
白
両
組
に
分
れ
、
手
に
汗
握
る
テ
ニ
ス
大
会

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
の
あ
る
日
に
は
、
音
楽
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
バ
イ
オ
リ
ン
の
音
色
に
合
わ
せ

た
英
語
唱
歌
の
あ
と
に
は
、
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
に

よ
る
土
居
晩
翠
作
詞
の
「
星
と
花
」、
そ
れ
か

ら
「
曽
我
兄
弟
」。
あ
る
い
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

と
ピ
ア
ノ
の
合
奏
に
よ
る
「
越
後
獅
子
」
と
、

西
洋
楽
器
に
合
わ
せ
て
披
露
さ
れ
た
の
は
、
昔

な
が
ら
の
地
唄
で
し
た
。

　

御
一
新
か
ら
四
十
年
を
過
ぎ
、
社
会
制
度
や

服
装
な
ど
、
文
明
開
化
が
進
ん
で
い
た
と
は
い

え
、
ま
だ
ま
だ
従
来
の
文
化
に
慣
れ
親
し
ん
で

い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

◎
女
学
生
か
ら
職
業
婦
人
に

　

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
三
月
、
か

つ
ゑ
は
晴
れ
て
和
高
女
本
科
を
卒
業
、
さ

ら
に
同
校
補
習
科
へ
進
学
し
、
翌
四
十
五
年

（
一
九
一
二
）
に
修
業
し
て
い
ま
す
。

　

女
学
校
を
卒
業
し
た
か
つ
ゑ
は
、
同
年
五

月
二
十
一
日
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
の

免
許
を
取
得
し
（
写
真
３
、『
県
報
』
告
示
第

一
一
七
三
号
）、
黒
江
尋
常
高
等
小
学
校
（
現

海
南
市
立
黒
江
小
学
校
）
訓
導
に
着
任
、
教
員

と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

町
を
闊
歩
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

◎
女
学
校
で
の
生
活

　

女
学
校
で
は
、
修
身
・
国
語
・
歴
史
・
数
学
・

理
科
・
外
国
語
・
図
画
・
裁
縫
・
家
事
・
体
操

な
ど
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。『
忘
れ
な
草
』に
は
、

授
業
に
関
す
る
一
文
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
英
語
の
困
難
」
を
記
し
た
生
徒
は
、「
入
学

当
時
の
た
の
し
か
り
し
英
語
は
漸
次
苦
痛
と
変

じ
」
て
い
き
、「
復
習
・
予
習
」
も
「
自
然
な

ほ
ざ
り
」
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が

同
級
内
に
は
、「
一
週
中
英
語
あ
る
日
は
無
上

の
た
の
し
み
」
と
す
る
人
も
い
て
、
こ
の
「
極

端
な
結
果
」
を
「
不
思
議
に
も
思
」
っ
て
い
ま
す
。

　

女
学
生
た
ち
が
「
実
に
〳
〵
苦
痛
」
と
し
た

の
が
、
試
験
で
す
。「
我
々

学
生
た
る
も
の
決
し
て
試
験

の
た
め
に
勉
強
す
べ
き
も
の

に
は
あ
ら
」
ず
、
と
一
丁
前

に
主
張
し
て
み
ま
す
が
、
試

験
が
な
け
れ
ば
「
怠
惰
に
流

れ
研
究
心
の
と
ほ
し
く
な
る

傾
」
あ
る
こ
と
を
認
め
、「
試

験
の
奴
隷
と
な
ら
ず
心
身
に

害
な
き
限
り
つ
と
め
」
る
こ

と
で
折
り
合
い
を
つ
け
て
い

ま
す
。

　

苦
手
な
授
業
や
学
期
末
の

試
験
は
、
今
も
昔
も
生
徒
た

ち
を
大
い
に
苦
し
め
る
も
の

で
す
が
、
楽
し
い
学
校
行
事

も
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
、
根
来
や
奈
良

な
ど
へ
、
春
秋
の
遠
足
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
運
動

写真３　『県報』
告示 1173号

写真２　明治四十四年（1911）「卒業紀念帖」
手前にテニスコート、右側に黒紋付の卒業生、左側に在校生、
校舎に沿って植えられているのがポプラであろうか。



和歌山県立文書館だより 第 48号（平成 29年３月発行）

4

◆
「
災
害
の
記
憶
」
事
業

　

文
書
館
が
参
加
し
て
い
る
共
同
調
査
事
業

「
地
域
に
眠
る
「
災
害
の
記
憶
」
と
文
化
遺
産

を
発
掘
・
共
有
・
継
承
す
る
事
業
」（
本
紙

四
一
・
四
三
・
四
六
号
参
照
）
は
平
成
二
十
八
年

度
、
日
高
郡
由
良
町
及
び
印
南
町
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
同
事
業
は
、
過
去
の
災
害
に
関
す
る

記
念
碑
や
記
録
、
言
い
伝
え
等
を
調
査
・
収
集

す
る
も
の
で
す
。
本
稿
は
そ
の
成
果
報
告
と
し

て
、現
日
高
郡
印
南
町
の
切
目
川
河
口
地
域（
大

字
島
田
及
び
大
字
西
ノ
地
）
で
の
宝
永
・
安
政
・

昭
和
南
海
地
震
津
波
の
被
害
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
確
認
さ
れ
た
記
録
か
ら
見
て
い
き
ま
す
。

　

切
目
川
河
口
地
域
は
、
右
岸
の
大
字
西
ノ
地

の
元
村
地
区
と
、
元
村
か
ら
南
へ
長
く
延
び
た

砂
浜
で
あ
る
大
字
島
田
の
浜
畑
地
区
が
海
に
接

し
て
い
ま
す
。
北
東
か
ら
注
ぎ
込
む
切
目
川
は

最
後
に
大
き
く
南
東
へ
蛇
行
し
、
河
口
は
切
目

崎
の
根
元
で
南
向
き
に
海
に
出
ま
す
（
図
１
）。

被
害
も
発
生
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
津
波

浸
水
域
は
、
三
地
区
よ
り
も
遥
か
に
広
範
囲
に

及
ん
だ
は
ず
で
す
。
な
お
、
西
野
地
村
の
被
害

を
伝
え
る
記
録
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

◆
安
政
地
震
津
波
に
よ
る
被
害

　

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
十
一
月
四
日
午
前
、

遠
州
灘
沖
を
震
源
と
す
る
東
海
地
震
が
発
生
し
、

翌
五
日
の
午
後
に
は
、
紀
伊
半
島
沖
を
震
源
と

す
る
南
海
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
地
震
規
模

は
両
地
震
と
も
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・
四
と
推

定
さ
れ
て
お
り
、
地
震
に
伴
う
津
波
に
よ
り
全

国
的
に
多
く
の
被
害
を
出
し
ま
し
た
。
同
月
中

に
「
安
政
」
と
改
元
さ
れ
た
た
め
、
一
般
に
両

地
震
を
併
せ
て
「
安
政
地
震
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

切
目
川
河
口
地
域
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
に
以
下
三
点
の
記
録
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。

①
『
島
田
玉
置
家
文
書
』
の
う
ち
「
大
地
震
大

　

津
浪
之
事
」（『
和
歌
山
県
立
博
物
館
研
究
紀

　

要
第
二
十
二
号
』
六
九
頁
）

　

こ
の
記
録
は
、
島
田
地
区
玉
置
家
の
当
主
伊

右
衛
門
と
思
わ
れ
る
者
が
子
孫
に
向
け
て
、
日

頃
か
ら
心
掛
け
て
お
く
べ
き
こ
と
と
し
て
書
き

残
し
た
も
の
で
す
。

・
十
一
月
四
日
朝
の
地
震
で
多
く
の
家
が
破
損

　

し
、
そ
の
夜
は
野
宿
す
る
者
が
多
か
っ
た
。

・
翌
五
日
の
午
後
、
再
び
大
地
震
と
な
り
、
皆

　

家
か
ら
飛
び
出
た
と
こ
ろ
、
海
の
方
か
ら
雷

　

鳴
の
よ
う
な
音
が
し
た
の
で
、
村
人
は
津
波

　

が
来
る
と
予
想
し
て
、
戸
締
り
も
せ
ず
「
寺

　

之
岡
」（
現
在
も
津
波
避
難
場
所
と
な
っ
て

　

い
ま
す
。）
へ
即
刻
避
難
し
た
。

・
日
没
の
頃
に
津
波
が
来
て
、
切
目
川
河
口
付

　

近
か
ら
陸
に
上
が
り
、
浜
畑
地
区
の
宮
井
六

　

之
丞
家
を
崩
し
、
対
岸
の
金
比
羅
神
社
（
中

チ
ュ
ー
ド
八
・
六
と
推
定
さ
れ
、
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
（
平
成
二
十
三
年
）
ま
で
は
日
本

国
域
周
辺
で
発
生
し
た
地
震
と
し
て
は
最
大
規

模
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

紀
伊
国
内
も
大
き
な
被
害
を
出
し
ま
し
た
が
、

切
目
川
河
口
地
域
で
も
、
島
田
村
の
浄
土
宗
光

明
寺
の
檀
家
二
一
人
が
津
波
に
よ
り
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
死
者
二
一
人
中
一
五
人
が
避
難
能

力
の
低
い
老
人
、
子
供
及
び
彼
ら
に
寄
り
添
う

女
性
で
あ
り
、
一
般
に
体
力
が
あ
っ
て
避
難
能

力
の
高
い
青
壮
年
層
の
男
性
は
一
人
も
い
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

死
者
の
居
住
地
と
し
て
判
明
す
る
場
所
は
、

浜
畑
地
区
・
島
田
地
区
・
峠
地
区
で
す
。
浜
畑

地
区
居
住
の
死
者
は
少
な
く
と
も
九
人
い
ま
し

た
。
同
地
区
は
、
江
戸
時
代
の
初
め
に
宮
井
六

之
丞
一
統
が
地
引
網
漁
業
を
始
め
る
た
め
に
住

み
着
き
、
開
墾
し
た
場
所
で
あ
り
、
九
人
の
死

者
は
皆
、
同
家
一
統
の
家
族
で
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
同
地
区
は
、
津
波
に
よ
り
全
域
が
浸
水

し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

島
田
地
区
の
死
者
に
は
、
島
田
村
庄
屋
を
勤

め
た
武
太
夫
の
母
が
い
ま
し
た
。
人
命
以
外
に

も
、
同
地
区
が
大
き
な
被
害
を
蒙
っ
た
こ
と
は

確
実
の
よ
う
で
す
。

　

当
時
の
切
目
川
は
、
津
波
が
川
を
遡
っ
た
場

合
、
峠
地
区
は
「
壁
」
と
し
て
正
対
し
ま
す
。

或
い
は
、
津
波
が
島
田
地
区
を
乗
り
越
え
て
峠

地
区
に
入
っ
て
来
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
島
田
村
で
は
、
宝
永

地
震
津
波
で
二
一
人
の
死
者
を
出
し
ま
し
た
。

犠
牲
者
は
、
少
な
く
と
も
浜
畑
地
区
・
島
田
地

区
・
峠
地
区
か
ら
出
ま
し
た
。
多
く
は
老
人
、

子
供
及
び
女
性
で
し
た
。
こ
れ
ら
死
者
を
出
し

た
三
地
区
で
は
、
家
屋
流
出
等
の
甚
大
な
物
的

　

江
戸
時
代
、
現
大
字
島
田
は
紀
州
本
藩
領
島

田
村
、現
大
字
西
ノ
地
は
田
辺
領
西
野
地
村（
又

は
切
目
村
）
と
い
い
ま
し
た
。
明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）
に
両
村
が
合
併
し
て
切
目
村
が

成
立
し
て
旧
村
は
大
字
に
な
り
、
昭
和
三
十
一

年
（
一
九
五
六
）
に
切
目
川
村
の
大
字
、
翌
年

に
印
南
村
の
大
字
と
な
っ
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
河
川
改
修
工
事

が
完
成
す
る
ま
で
は
、
切
目
川
は
一
旦
大
字
島

田
の
峠
地
区
へ
流
れ
、
そ
こ
か
ら
大
き
く
蛇
行

し
て
北
上
し
た
の
ち
馬
蹄
形
に
街
道
沿
い
の
島

田
集
落
（
以
下
、
島
田
村
・
大
字
島
田
と
区
別

し
て
「
島
田
地
区
」）
を
取
り
囲
ん
で
南
の
河

口
へ
向
か
う
、
Ｎ
字
形
の
流
路
と
な
っ
て
い
ま

し
た
（
図
２
）。

◆
宝
永
地
震
津
波
に
よ
る
被
害

　

宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
十
月
四
日
に
御
前

崎
（
現
静
岡
県
）
沖
か
ら
四
国
沖
を
震
源
域
と

し
て
発
生
し
た
大
地
震
は
、
地
震
規
模
マ
グ
ニ

海
老
茶
式
部
が
闊
歩
す
る

　
　
　
　
　
　

―

近
代
和
歌
山
の
女
子
教
育―

海
老
茶
式
部
が
闊
歩
す
る

　
　
　
　
　
　

―

近
代
和
歌
山
の
女
子
教
育―

日
高
郡
切
目
川
河
口
地
域
の
津
波
の
歴
史

日
高
郡
切
目
川
河
口
地
域
の
津
波
の
歴
史

平
成
二
十
八
年
度  
歴 

史 

講 

座

平
成
二
十
八
年
度  
歴 

史 

講 

座

P1P4P7P8

か
っ
ぽ

か
っ
ぽ

『
古
文
書
徹
底
解
釈 

紀
州
の
歴
史 

第
四
集
』
の
刊
行

紀
要
第
十
九
号
の
刊
行

『
古
文
書
徹
底
解
釈 

紀
州
の
歴
史 

第
四
集
』
の
刊
行

紀
要
第
十
九
号
の
刊
行

平
成
二
十
八
年
度

古
文
書
講
座
Ⅱ

印
南

阪和自動車道印南港

丸山

元村

上道

島田

榎木峠

峠

浜
畑

中
尾

大
字
島
田

切目崎

印
南
町

大字西ノ地大字西ノ地

切目神社切目神社

中山王子神社
光明寺

上道

中尾

松川・真田

田辺領西野地村

元村

せと川打越

金比羅神社

本藩領島田村

中山王子神社
恵比須
神社
恵比須
神社

宮井六之丞家宮井六之丞家

切目王子神社

寺
之
岡

峠
光明寺光明寺

島田島田

図２　江戸時代の切目川河口地域

図１　現在の切目川河口地域
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尾
地
区
）
も
崩
し
、
光
明
寺
の
下
か
ら
島
田

　

地
区
に
も
上
が
っ
て
家
々
を
破
損
さ
せ
た
。

・ 
床
上
一
尺
五
、六
寸
（
約
四
五
～
四
八
㎝
）

　

ま
で
浸
水
し
、
床
上
に
土
砂
を
堆
積
さ
せ
た
。

・
家
が
流
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
家
財
が

　
少
々
流
出
し
た
。

・
死
者
は
出
な
か
っ
た
。

・ 

津
波
は
、
上
が
る
と
き
は
洪
水
の
よ
う
で  

　
あ
っ
た
が
、
引
く
と
き
は
緩
や
か
で
あ
っ
た
。

・
避
難
す
る
と
き
は
、
村
の
中
心
部
や
、
海
か

　
ら
遠
い
が
低
地
で
あ
る
東
側
へ
逃
げ
る
の
で

　
は
な
く
、
高
所
で
あ
る
「
杉
木
谷
」（
現
在

　
地
不
明
）
へ
逃
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

・「
東
長
五
郎
御
蔵
」（
現
在
地
不
明
）
の
方
に

　

は
少
し
も
津
波
が
上
が
ら
な
か
っ
た
。

な
ど
と
記
し
た
う
え
で
、
最
後
に
、
以
上
の
こ

と
は
「
子
々
孫
々
代
々
が
心
得
る
べ
き
こ
と
で

あ
る
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。

②
〔
光
明
寺
過
去
帳
〕（『
印
南
町
史 

通
史
編 

　

上
巻
』
二
六
八
頁
）

　

島
田
村
光
明
寺
の
界
誉
住
職
が
過
去
帳
に
特

記
し
た
記
録
で
、
こ
れ
も
後
世
の
者
へ
の
警
句

と
し
て
書
き
記
し
た
も
の
で
す
。

・
十
一
月
四
日
の
午
前
八
時
か
ら
九
時
頃
に
大

　
地
震
が
発
生
し
た
。

・
翌
五
日
は
大
地
震
の
後
、
大
砲
の
よ
う
な
音

　
が
一
〇
回
ほ
ど
鳴
り
、
津
波
と
な
っ
た
。

・
津
波
の
後
も
地
震
が
続
き
、
前
代
未
聞
、
生

　
死
の
程
も
計
り
難
い
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
っ
た
。

・
翌
年
の
七
月
ま
で
余
震
が
あ
っ
た
。

・
島
田
地
区
で
は
、
寺
の
下
か
ら
集
落
の
西
の

　

端
ま
で
、
地
面
か
ら
三
～
七
尺
（
約
九
〇
～

　

二
一
〇
㎝
）
の
浸
水
、
光
明
寺
石
垣
は
地
面

　

か
ら
七
尺
（
約
二
一
〇
㎝
）
の
高
さ
ま
で
水

　
が
上
が
っ
た
。（
写
真
１
）

　
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
、
生
き
た
心
地

　
が
し
な
か
っ
た
。

・
翌
日
、
一
統
相
談
の
う
え
畑
の
上
に
小
屋
掛

　

け
し
、
一
四
、五
日
間
小
屋
住
ま
い
し
た
。

・
五
日
夜
以
降
も
毎
日
一
四
、五
回
か
ら
二
〇

　
回
程
の
地
震
が
三
、四
ヶ
月
も
続
き
、
そ
の

　
後
次
第
に
回
数
は
減
少
す
る
が
翌
年
ま
で
一

　
年
余
り
続
い
た
。

　

記
述
が
な
い
こ
と
か
ら
、
元
村
地
区
に
は
人

的
・
物
的
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

　

以
上
、
三
点
の
記
録
か
ら
安
政
地
震
津
波
に

つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
十
一
月
四
日
に
も
小
さ

な
津
波
ら
し
き
も
の
が
あ
り
、
翌
五
日
の
大
地

震
後
、
若
干
の
時
間
を
お
い
て
海
の
方
か
ら
轟

音
が
鳴
り
響
い
た
後
、
津
波
が
来
ま
し
た
。
黒

煙
が
上
が
っ
た
と
の
記
述
も
あ
り
ま
す
。

　

切
目
川
河
口
地
域
で
は
、
津
波
は
、
浜
畑
地

区
を
一
様
に
乗
り
越
え
て
島
田
地
区
を
襲
っ
た

流
れ
と
、
切
目
川
河
口
部
か
ら
川
沿
い
を
浸
水

し
な
が
ら
遡
っ
て
曲
が
り
き
ら
ず
に
光
明
寺
方

面
に
直
進
し
、
同
寺
石
垣
に
ぶ
ち
当
た
っ
て
島

田
地
区
へ
来
た
流
れ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

浸
水
位
は
島
田
地
区
で
三
～
七
尺
（
約
九
〇
～

二
一
〇
㎝
）、
浸
水
域
は
少
な
く
と
も
現
大
字
島

田
領
の
旧
西
野
地
村
領
松
川
・
真し
ん

田で
ん

辺
り
、
元

村
地
区
で
は
浜
の
中
程
ま
で
が
確
認
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
松
川
・
真
田
よ
り
も
上
流
へ
切
目
川
を

津
波
が
遡
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　

被
害
は
、
上
記
浸
水
域
の
田
畑
浸
水
の
他
、

島
田
地
区
の
家
屋
が
床
上
浸
水
し
家
財
流
出
す

る
も
家
屋
の
流
出
は
な
く
破
損
に
留
ま
り
ま
し

た
が
、
浜
畑
地
区
で
は
宮
井
六
之
丞
家
が
流
失

し
ま
し
た
。
西
野
地
村
で
は
上
記
田
地
の
他
に

は
物
的
被
害
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

・
印
南
川
で
は
石
垣
の
最
上
部
ま
で
波
が
来
た

　
た
め
、
住
民
は
家
財
を
遠
く
の
高
所
に
一
旦

　
避
難
さ
せ
た
が
、
翌
日
に
持
ち
帰
っ
た
と
こ

　
ろ
を
次
の
大
地
震
と
大
津
波
が
襲
っ
た
。

・
二
時
間
ほ
ど
続
い
た
大
地
震
が
終
わ
る
こ
ろ

　
に
海
の
方
か
ら
大
砲
を
何
百
発
も
続
け
打
ち

　
す
る
か
の
よ
う
な
音
が
聞
こ
え
、
土
佐
国
室

　
戸
岬
方
面
か
ら
黒
煙
が
立
ち
上
り
、
一
旦
池

　
の
如
く
波
が
鎮
ま
っ
た
後
、
沖
の
方
か
ら
渦

　
を
巻
い
て
津
波
が
や
っ
て
来
た
。

　
島
田
村
に
つ
い
て
は
、

・
島
田
地
区
一
円
に
床
上
浸
水
し
た
が
一
軒
も

　
流
れ
ず
軽
破
損
の
み
で
、
け
が
人
も
出
な

　
か
っ
た
。

・
河
口
北
の
浜
の
竹
藪
に
昔
か
ら
住
ん
で
い
る

　
宮
井
六
之
丞
の
家
一
軒
が
流
失
し
た
が
、
事

　
前
に
避
難
し
て
い
た
た
め
に
人
的
被
害
は
な

　
く
、
牛
も
遭
難
し
た
が
助
け
ら
れ
た
。

・
中
尾
地
区
の
金
比
羅
神
社
に
津
波
が
上
が
り
、

　
そ
こ
か
ら
北
の
光
明
寺
石
垣
を
打
ち
付
け
た

　
の
ち
、
島
田
地
区
に
押
し
寄
せ
た
。

・
一
方
、
浜
辺
は
西
野
地
村
境
の
「
打
越
」
か

　

ら
南
の
河
口
部
ま
で
一
面
津
波
が
乗
り
越
え
、

　

そ
こ
か
ら
「
せ
と
川
」「
加
淵
田
」（
現
在
地

　

不
明
で
す
が
、
当
時
西
野
地
村
領
上か
み

真し
ん

田で
ん

の

　
「
篭か
ご

田だ

」
か
）
辺
り
ま
で
浸
水
し
た
。

　

西
野
地
村
で
は
、

・
元
村
地
区
の
「
ク
イ
シ
」（
現
在
地
不
明
）

　
か
ら
「
打
越
」
辺
り
ま
で
の
浜
の
中
程
ま
で

　
津
波
が
上
が
っ
た
。

・
元
村
地
区
の
住
民
は
皆
「
上う
え

道ど

」
の
畑
ま
で

　
逃
げ
、
そ
こ
で
一
夜
を
明
か
し
た
。

・
そ
の
夜
は
津
波
前
よ
り
も
大
き
い
地
震
が
二

　
時
間
余
り
も
続
き
、
人
々
は
地
が
割
れ
て
し

・
島
田
地
区
の
家
は
流
出
は
な
か
っ
た
が
大
き

　
く
破
損
し
、
家
財
が
流
出
し
た
。

・
し
か
し
な
が
ら
、け
が
人
は
一
人
も
な
く
、「
大

　
変
ノ
事
」（
す
ご
い
こ
と
）
だ
。

・
浜
畑
地
区
の
宮
井
六
之
丞
家
は
サ
ッ
パ
リ
流

　
失
し
て
し
ま
っ
た
。

・
津
波
の
時
、
島
田
地
区
の
者
は
光
明
寺
や
榎

　
木
峠
へ
逃
げ
、「
寺
ノ
岡
」
や
光
明
寺
に
仮

　
小
屋
を
建
て
て
十
四
日
ま
で
野
宿
し
た
。

・
光
明
寺
は
本
堂
床
下
に
ひ
び
が
入
り
、
土
塀

　
な
ど
が
破
損
し
た
が
、
特
に
本
堂
の
西
垣
が

　
大
損
し
た
。

・
地
震
後
、
翌
年
二
月
末
ま
で
光
明
寺
本
尊
を

　
庫く

裏り

へ
避
難
さ
せ
て
い
た
。

な
ど
と
記
し
、
最
後
に
、「
今
後
大
地
震
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
火
の
元
の
用
心
を
第
一
に

す
べ
き
で
あ
る
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。

③
〔
勝
本
源
太
郎
覚
書
〕（『
日
高
郡
誌
』

　

四
二
〇
～
四
二
一
頁
）

　

こ
の
記
録
は
西
野
地
村
の
網
元
で
あ
っ
た
勝

本
源
太
郎
が
残
し
た
記
録
で
す
。
一
部
印
南
浦

周
辺
地
域
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、

・
大
津
波
の
前
日
四
日
の
（
東
海
）
大
地
震
後

　

に
も
四
時
間
ば
か
り
の
間
に
数
度
の
「
汐
さ

　

し
引
」
が
あ
っ
た
。

・
今
回
の
地
震
は
同
年
六
月
の
（
伊
賀
上
野
）

　
地
震
よ
り
は
る
か
に
激
し
く
歩
行
が
困
難
な

写真１　光明寺石垣
（平成28年11月16日切目祭り）
安政地震では７尺（傘鉾の高さ
くらい）浸水しました。



和歌山県立文書館だより 第 48号（平成 29年３月発行）

6

　

け
が
を
含
め
、
人
的
被
害
は
全
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
人
々
は
津
波
の
前
に
高
所
へ
避
難

し
、
一
〇
日
か
ら
半
月
ほ
ど
避
難
生
活
を
送
り

ま
し
た
。
余
震
は
一
年
以
上
続
き
ま
し
た
。

◆
昭
和
南
海
地
震
津
波
に
よ
る
被
害

　

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
二
十
一
日
未
明
発
生

の
昭
和
南
海
地
震
は
、
潮
岬
南
方
沖
を
震
源
域

と
す
る
地
震
規
模
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・
〇
の

地
震
で
し
た
。
津
波
に
よ
る
当
時
の
切
目
村
の

被
害
に
つ
い
て
は
、『
昭
和
紀
伊
洪
浪
の
記
』

に
被
災
地
図
（
図
３
）
を
含
め
切
目
青
年
団
か

ら
提
供
さ
れ
た
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
団
の
調
査
に
よ
る
昭
和
二
十
二
年
一
月

三
十
日
時
点
の
切
目
村
内
の
被
害
状
況
は
、

・
全
壊
家
屋　

住
宅　

二　
　

非
住
宅　

四

・
半
壊
家
屋　

住
宅
二
四　
　

非
住
宅
二
二

・
床
上
浸
水　
　

五

・
床
下
浸
水　

三
〇

・
船
舶
流
失　
　

二

・
橋
梁
流
失　
　

一

・
田
畑
損
害　
（
甚
大
）
七
町
歩

　
　
　
　
　
　
一
町
歩
（
作
物
枯
死
）

◆
お
わ
り
に

　

以
上
、
切
目
川
河
口
地
域
に
お
け
る
宝
永
地

震
・
安
政
地
震
・
昭
和
南
海
地
震
に
よ
る
津
波

被
害
を
見
て
き
ま
し
た
。

　

過
去
の
津
波
に
よ
り
、
浜
畑
地
区
・
島
田
地

区
・
峠
地
区
で
人
的
被
害
を
生
じ
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
浜
畑
地
区
と
島
田

地
区
は
、
宮
井
六
之
丞
家
を
は
じ
め
三
回
と
も

浸
水
し
て
い
ま
す
。
死
者
を
出
し
た
宝
永
地
震

で
は
、
高
齢
者
、
子
供
及
び
女
性
が
多
く
犠
牲

と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
や
子
供
が
い
か
に

早
く
避
難
す
る
か
は
、
今
日
に
お
い
て
も
最
も

重
要
か
つ
困
難
な
課
題
で
す
。

　

安
政
地
震
の
経
験
を
語
り
継
い
で
い
た
こ
と

が
、
昭
和
南
海
地
震
に
よ
る
津
波
か
ら
宮
井
六

之
丞
家
の
人
た
ち
を
救
い
ま
し
た
。
上
記
安
政

地
震
の
記
録
①
と
②
は
、
明
確
に
後
世
の
者
に

宛
て
て
書
か
れ
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
こ

れ
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
や
「
思
い
」
を
再
確

認
し
、
こ
れ
か
ら
の
世
代
に
語
り
継
い
で
い
く

こ
と
は
、
将
来
の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
東

海
・
東
南
海
・
南
海
三
連
動
地
震
へ
の
備
え
に

も
な
る
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
隆
宏
）

＊
本
稿
は
「
日
高
郡
切
目

　

河
口
地
域
に
お
け

　

る
宝
永
・
安
政
・
昭
和

　

の
津
波
と
漁
場
開
発
者

　

の
盛
衰
」（『
和
歌
山
県

　

立
文
書
館
紀
要
』
第

　

十
九
号
）
の
ダ
イ
ジ
ェ

　

ス
ト
で
す
。
詳
細
は
同

　

稿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

り
継
い
で
い
た
の
で
し
た
。
地
震
津
波
の
体
験

を
語
り
継
い
で
い
た
こ
と
が
、
間
一
髪
の
と
こ

ろ
で
四
人
の
命
を
救
っ
た
の
で
す
。

　

以
上
、
切
目
村
で
は
、
津
波
に
よ
る
死
者
・

行
方
不
明
者
・
け
が
の
人
的
被
害
は
な
く
、
大

字
島
田
に
お
い
て
床
上
浸
水
等
の
物
的
被
害
が

生
じ
ま
し
た
。
主
な
被
災
地
は
島
田
地
区
の
島

田
本
通
り
以
西
の
地
域
及
び
浜
畑
地
区
で
、
宝

永
地
震
・
安
政
地
震
に
続
い
て
宮
井
六
之
丞
家

が
被
災
し
ま
し
た
。
大
字
西
ノ
地
に
つ
い
て
は
、

被
害
の
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
切
目
青
年
団
か
ら
の
情
報
と
し
て
、

海
面
発
光
や
海
鳴
り
の
予
兆
現
象
が
あ
っ
た
こ

と
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
（
約
五
分
後
）
に
津
波

が
襲
来
し
、
人
々
は
足
元
に
津
波
が
来
て
い
る

中
を
避
難
し
た
こ
と
、
余
震
と
と
も
に
海
鳴
り

が
続
い
た
こ
と
、流
言
が
飛
ん
だ
こ
と
等
を『
昭

和
紀
伊
洪
浪
の
記
』
は
伝
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
青
年
団
長
は
手
記
の
中
で
、
切
目
村

が
昭
和
九
年
と
同
十
三
年
に
防
潮
林
を
設
け
て

い
た
た
め
に
津
波
被
害
を
最
少
限
度
に
食
い
止

め
る
こ
と
が
で
き
た
と
述
べ
、
更
な
る
防
潮
林

拡
張
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
島
田
地
区
西
端
の
切
目
川
左
岸
及
び

浜
畑
地
区
海
岸
に
は
防
潮
堤
と
共
に
防
潮
林
が

発
達
し
て
い
ま
す
（
写
真
３
）。

・
護
岸
決
壊　

一
二
〇
米
（
切
目
川
口
よ
り
）

な
ど
で
す
。

　

島
田
地
区
で
は
、
人
々
は
光
明
寺
へ
逃
げ
た

よ
う
で
す
。
地
震
の
前
に
牛
が
逃
げ
出
し
た
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、『
印
南
町
史
』
に
よ
る
と
、
浜
畑
地

区
の
宮
井
六
之
丞
家
敷
が
全
壊
し
、
島
田
本
通

り
（
島
田
地
区
）
は
軒
並
み
床
下
浸
水
し
ま
し

た
が
、
死
者
は
な
か
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

　

当
時
、
浜
畑
地
区
に
は
宮
井
六
之
丞
家
の
小

屋
一
軒
に
四
人
が
住
ん
で
い
る
だ
け
で
し
た
。

こ
の
四
人
は
、
以
前
大
阪
に
暮
ら
し
て
い
ま
し

た
が
、
戦
災
等
に
よ
り
こ
の
時
期
は
浜
畑
で
小

屋
住
ま
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

津
波
発
生
直
後
、六
之
丞
家
の
父
常
吉
が「
津

波
が
来
る
か
ら
直
ぐ
逃
げ
よ
。」
と
叫
び
、
取

る
も
の
も
取
り
敢
え
ず
浜
畑
地
区
と
島
田
地
区

を
結
ぶ
当
時
唯
一
の
橋
を
渡
り
、
光
明
寺
へ
避

難
し
ま
し
た
。
あ
と
五
分
で
も
遅
れ
て
い
た
ら

津
波
に
さ
ら
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
橋
は
津

波
で
流
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
２
）。

　

常
吉
の
父
で
歴
代
最
後
の
宮
井
六
之
丞
（
こ

れ
ま
で
当
主
は
代
々
六
之
丞
を
襲
名
し
て
い
ま

し
た
。）
は
嘉
永
三
年
生
ま
れ
で
、
数
え
年
五

歳
の
時
の
安
政
地
震
の
被
災
経
験
を
常
吉
に
語

写真３　平成 23年 9月 7日撮影の空中写真
（国土地理院ウェブサイトから取得）
浜畑地区海岸部に防潮堤と防潮林があります。
なお、この写真は「紀伊半島大水害」をもたらした
台風 12号豪雨直後の撮影です。
増水により大字島田・西ノ地境の「打越」が決壊し、
河水が海へ「打ち越し」ています。

写真２　昭和 22年 10月 4日撮影の空中写真
（国土地理院ウェブサイトから取得）
昭和南海地震の９ヶ月後ですが、浜畑地区と島田地区
を結ぶ橋は流失したままのようです。

図３　吉村守編『昭和紀伊洪浪の記』口絵から転載
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　「
入
門
」
ア
ン
ケ
ー
ト
（
抜
粋
）

・
文
字
の
読
み
取
り
、
語
句
の
意
味
、
内
容
の

解
説
と
い
う
三
つ
の
要
素
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配

分
さ
れ
て
い
て
、
入
門
と
し
て
親
し
み
や
す

か
っ
た
。「
御
」
の
字
を
も
と
に
し
た
解
釈
も

納
得
で
き
た
。

・
筆
順
や
く
ず
し
字

の
基
本
を
教
え
て
も

ら
え
る
の
で
良
か
っ

た
。

・
少
し
ず
つ
読
め
る
よ

う
に
な
り
う
れ
し
い

で
す
。
先
生
の
お
話

も
毎
回
楽
し
い
で
す
。

・
初
心
者
の
古
文
書
習
得
方
法
を
わ
か
り
や
す

く
教
え
て
下
さ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　「
初
級
・
中
級
」
ア
ン
ケ
ー
ト
（
抜
粋
）

・
解
説
が
と
て
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

先
生
の
裏
読
み
は
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

・
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
家
で
話
す
の
が

楽
し
み
で
し
て
、「
候
」
を
使
っ
て
喜
ん
で
い

ま
す
。

・
代
々
和
歌
山
に
住

ん
で
い
な
が
ら
明
治

以
前
の
県
民
生
活
を

全
く
知
ら
ず
に
き
ま

し
た
。
こ
れ
を
機
会

に
古
文
書
を
読
み
解

い
て
先
祖
の
考
え
生

き
た
あ
と
を
た
ど
り

た
く
思
い
ま
す
。

・
ご
丁
寧
な
解
説
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

次
回
何
が
出
る
か
、
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
（
抜
粋
）

「
近
世
紀
州
の
名
産
・
特
産
ア･

ラ･

カ･

ル･

ト

　
⑴
・
⑵
」

・
寺
社
が
載
っ
て
い
る
の
で
名
所
図
会
を
見
た

こ
と
は
あ
る
が
、
名

産
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
る
と
は
知
ら
な

か
っ
た
の
で
興
味
深

か
っ
た
。

・
江
戸
時
代
の
紀
州

の
名
産
・
特
産
が
分

か
っ
て
大
変
参
考
に

な
っ
た
。

・
地
元
を
再
認
識
で
き
て
良
か
っ
た
。

・
文
字
だ
け
で
な
く
、
図
も
あ
っ
て
分
か
り
や

す
か
っ
た
で
す
。

「
徴
兵
を
忌
避
す
る
民
衆
た
ち
―

　
　
―
和
歌
山
・
園
部
の
地
方
文
書
か
ら
―
」

・
題
目
自
体
が
興
味
の
あ
る
も
の
で
参
加
し
ま

し
た
が
、
講
師
の
お

話
・
資
料
と
も
に
分

か
り
や
す
く
面
白
く
、

よ
り
興
味
深
い
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
自

宅
に
戻
り
資
料
を

じ
っ
く
り
読
ま
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

・
明
治
初
期
の
和
歌
山
の
状
態
が
少
し
分
か
っ

て
良
か
っ
た
。

・
兵
役
逃
れ
に
苦
労
し
て
い
る
状
況
が
よ
く
分

か
り
ま
し
た
。

・
今
後
も
地
域
の
歴
史
勉
強
会
を
意
欲
的
に
進

め
て
ほ
し
い
。

　

十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、
古
文
書
講

座
Ⅱ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

夏
期
に
開
催
し
た
古
文
書
講
座
Ⅰ
に
引
き
続

き
、
今
回
も
、
御
坊
村
に
廻
っ
て
き
た
代
官
や

大
庄
屋
か
ら
の
触
書
な
ど
を
庄
屋
が
書
き
留
め

た
御
坊
村
「
御
用
留 

三
冊
目
」
を
題
材
に
し

ま
し
た
。
税
の
取
り
立
て
や
将
軍
の
死
去
等
に

伴
う
藩
か
ら
の
触
書
な
ど
に
つ
い
て
、
古
文
書

の
解
説
と
と
も
に
当
時
の
社
会
情
勢
を
交
え
て
、

当
館
の
遊
佐
研
究
員
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

ま
し
た
。

　
「
入
門
」
に
は
、延
べ
八
八
名
、「
初
級
・
中
級
」

に
は
、
延
べ
一
三
五
名
の
出
席
が
あ
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
七
割
以
上
の
方
か
ら
「
興
味
深
く

お
も
し
ろ
か
っ
た
」
と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、
歴
史
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
回
と
第
二
回
の
【
近
世
紀
州
の
名
産
・

特
産
ア
・
ラ
・
カ
・
ル
・
ト
】
で
は
、
当
館
の

須
山
副
主
査
が
、江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た「
紀

伊
国
名
所
図
会
」
か
ら
、
紀
州
の
国
産
物
（
め

い
ぶ
つ
）
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
名
産
品
・

特
産
品
に
つ
い
て
、
絵
図
の
説
明
を
交
え
な
が

ら
紹
介
し
ま
し
た
。

　

第
三
回
の
【
徴
兵
を
忌
避
す
る
民
衆
た
ち
―

明
治
初
期
和
歌
山
・
園
部
の
地
方
文
書
か
ら
―
】

で
は
、
当
館
の
平
良
研
究
員
が
、
和
歌
山
市
園

部
の
あ
る
家
に
残
っ
て
い
た
古
文
書
か
ら
、
明

治
に
成
立
し
た
徴
兵
制
を
免
れ
よ
う
と
す
る
民

衆
た
ち
の
し
た
た
か
な
姿
を
、
原
文
書
の
解
説

と
と
も
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　

三
日
間
で
、
延
べ
一
〇
八
名
の
出
席
が
あ
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
七
割
以
上
の
方
か
ら
「
興
味

深
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
と
の
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

門
入

 回
１
第

　

 

 

回
２
第

　

級
中
・
級
初

 

回
１
第

　

 

回
２
第

　

 

 

第
3
回　

 

御
坊
村
御
用
留 

三
冊
目
　②

御
坊
村
御
用
留 

三
冊
目
　②

玄
左
衛
門
代
番

　
　
　
　
　
　
11
月
22
日（
火
）

岡
屋
孫
四
郎
所
へ

　
　
　
　
　
　
11
月
29
日（
火
）

く
　
ぼ
う

ぎ
ょ   

い
　
　    

え

は
ら

さ
ま
こ
う 

ぎ
ょ

御
意
を
得

　
　
　
　
　
　
12
月
13
日（
火
）

公
方
様
薨
御

　
　
　
　
　
　
12
月
６
日（
火
）

両
人
ヨ
リ
御
祓
い
さ
し
出
し

　
　
　
　
　
　
12
月
20
日（
火
）

海
老
茶
式
部
が
闊
歩
す
る

　
　
　
　
　
　

―

近
代
和
歌
山
の
女
子
教
育―

海
老
茶
式
部
が
闊
歩
す
る

　
　
　
　
　
　

―

近
代
和
歌
山
の
女
子
教
育―

日
高
郡
切
目
川
河
口
地
域
の
津
波
の
歴
史

日
高
郡
切
目
川
河
口
地
域
の
津
波
の
歴
史

平
成
二
十
八
年
度  

歴 

史 

講 

座

平
成
二
十
八
年
度  

歴 

史 

講 

座

P1P4P7P8

か
っ
ぽ

か
っ
ぽ

『
古
文
書
徹
底
解
釈 

紀
州
の
歴
史 

第
四
集
』
の
刊
行

紀
要
第
十
九
号
の
刊
行

『
古
文
書
徹
底
解
釈 

紀
州
の
歴
史 

第
四
集
』
の
刊
行

紀
要
第
十
九
号
の
刊
行

平
成
二
十
八
年
度

古
文
書
講
座
Ⅱ

海
老
茶
式
部
が
闊
歩
す
る

　
　
　
　
　
　

―

近
代
和
歌
山
の
女
子
教
育―

海
老
茶
式
部
が
闊
歩
す
る

　
　
　
　
　
　

―

近
代
和
歌
山
の
女
子
教
育―

日
高
郡
切
目
川
河
口
地
域
の
津
波
の
歴
史

日
高
郡
切
目
川
河
口
地
域
の
津
波
の
歴
史

平
成
二
十
八
年
度  

歴 

史 

講 

座

平
成
二
十
八
年
度  

歴 

史 

講 

座

P1P4P7P8

か
っ
ぽ

か
っ
ぽ

『
古
文
書
徹
底
解
釈 

紀
州
の
歴
史 

第
四
集
』
の
刊
行

紀
要
第
十
九
号
の
刊
行

『
古
文
書
徹
底
解
釈 

紀
州
の
歴
史 

第
四
集
』
の
刊
行

紀
要
第
十
九
号
の
刊
行

平
成
二
十
八
年
度

古
文
書
講
座
Ⅱ

回
１
第

　
 

 

回
２
第

　

近
世
紀
州
の
名
産
・
特
産

ア
・
ラ
・
カ
・
ル
・
ト
⑴ 

　
　
　
　
　
　10
月
12
日（
水
）

近
世
紀
州
の
名
産
・
特
産

ア
・
ラ
・
カ
・
ル
・
ト
⑵ 

　
　
　
　
　
　10
月
19
日（
水
）

回
３
第

　

徴
兵
を
忌
避
す
る
民
衆
た
ち

ー
明
治
初
期
和
歌
山
・
園
部
の

　地
方
文
書
か
ら
ー

　
　
　
　
　
　11
月
１
日（
火
）

じ  

か
た
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法
方
用
利
■

◆

に
付
受
室
覧
閲

要
必
で
等
録
目
る
あ

を
等
書
文、
料
資
な

請
申
覧
閲、
し
索
検

受
え
う
の
入
記
に
書

だ
く
て
し
出
提
に
付

用
利
等
書
文
。
い
さ

館
閉
は
付
受
の

30
分

。
す
で
で
ま
前

◆

、
料
資
政
行
る
い
て
し
架
配
に
棚
書
室
覧
閲

。
い
さ
だ
く
て
し
覧
閲
に
由
自
は
料
資
考
参

◆

申
認
承
写
複
、
は
合
場
る
れ
さ
望
希
を
写
複

だ
く
て
し
出
提
に
付
受
え
う
の
入
記
に
書
請

　

間
時
館
開

 

　
　
◆

　

　
　
　
　
　

前
午

10

　
　
◆

日
休
替
振
び
及
日
祝
・
日
曜
日
・
土

　

　
　
　
　
　

前
午

10

日
館
休
■

 

◆

と
る
な
重
と
日
休
替
振
は
又
日
祝
（
日
曜
月

　
　
　
　
　

）
日
平
の
後
の
そ
、
は
き

◆

始
年
末
年

　

12
月
29

◆

日
理
整
内
館

 　

日
４
月
１
・

　
　

）
日
５
、
は
き
と
の
日
曜
月
（

 　

12
月 

日
曜
木
２
第

）
日
翌
の
そ
、
は
き
と
る
な
重
と
日
祝
（

 　

間
期
理
整
別
特
・

　

10

）
回
１
年
（
間
日

い
な
ん
あ
ご
の
通
交
■◆

JR

ら
か
駅
市
山
歌
和
鉄
電
海
南
・
駅
山
歌
和

　

約
で
ス
バ

20
分

◆

分
３
約
歩
徒
車
下
停
ス
バ
松
高
ス
バ
山
歌
和

  

り
よ
だ
館
書
文
立
県
山
歌
和

　
第

号

成
平

29
年
３

31
月

日　

発　

行

行
発
・
集
編

　

館
書
文
立
県
山
歌
和

一
四
六
〒

－

一
五
〇
〇

七
目
丁
一
松
高
西
市
山
歌
和

－

八
三

 

　
　
　
　
　
　

内
館
学
志
に
く
の
き

 

電　
話　

三
七
〇

－

六
三
四

－

〇
四
五
九

Ｘ
Ａ
Ｆ

　

三
七
〇

－

六
三
四

－

一
四
五
九

印　
刷　

48

有
限
会
社
隆
文
社
印
刷
所

文
書
館
の
利
用
案
内

・
須
山
高
明「
紀
州
藩
校
学
習
館
督
学
の
歴
代 

下
」

　

紀
要
第
十
六
号
で
取
り
上
げ
た
四
代
三
名
に

続
き
、
学
習
館
督
学
と
な
っ
た
山
本
彦
十
郎
亨

斎
と
川
合
豹
蔵
梅
所
の
経
歴
を
確
認
し
、『
南

紀
徳
川
史
』
が
督
学
経
験
者
と
す
る
斉
藤
海
蔵

南
溟
と
仁
井
田
源
一
郎
長
群
は
督
学
に
な
っ
て

い
な
い
事
実
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
、
従
来
の

学
説
を
修
正
し
て
い
ま
す
。

・
藤
隆
宏
「
日
高
郡
切
目
川
河
口
地
域
に
お
け
る
宝

永･

安
政･

昭
和
の
津
波
と
漁
場
開
発
者
の
盛
衰
」

　

本
紙
「
日
高
郡
切
目
川
河
口
地
域
の
津
波
の

歴
史
」
の
内
容
の
詳
細
と
、
宮
井
六
之
丞
家
の

歴
史
を
紀
州
藩
と
の
関
連
で
述
べ
ま
す
。

・
平
良
聡
弘
「「
故
郷
」
の
誕
生
―
同
郷
団
体
・

和
歌
山
学
生
会
の
活
動
を
中
心
に
―
（
下
）」

　

紀
要
第
十
八
号
の
続
編
。
今
回
は
一
八
八
〇

年
代
に
設
立
さ
れ
、
東
京
に
本
拠
を
置
く
和
歌

山
最
大
の
同
郷
団
体｢
和
歌
山
学
生
会｣

の
足

跡
を
辿
り
、
そ
の
和
歌
山
イ
メ
ー
ジ
を
解
明
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
会
の
活
動
を
め
ぐ
る

対
立
を
通
じ
故
郷
の
認
識
が
成
立
し
て
い
っ
た

こ
と
も
論
じ
て
い
ま
す
。

・
松
島
由
佳
「「
附
込
帳
」
に
み
る
奥
女
中
の
役

替
え
に
つ
い
て　

そ
の
４
」

　

紀
州
藩
の
「
附つ
け

込こ
み

帳ち
ょ
う」
よ
り
、
弘
化
元
年

（
一
八
四
四
）
か
ら
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）

ま
で
の
「
女
中
」
項
目
を
翻
刻
し
、
女
中
団
の

編
制
・
解
体
を
見
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
紀
州
徳
川
家
第
十
一
代
藩
主

斉な
り

順ゆ
き

の
正
室
と
斉
順
本
人
が
相
次
い
で
亡
く
な

り
、
養
子
斉な
り

彊か
つ

が
第
十
二
代
藩
主
と
な
り
、
の

ち
幕
府
第
十
四
代
将
軍
家い
え

茂も
ち

と
な
る
菊
千
代
が

誕
生
す
る
な
ど
、
激
動
期
で
し
た
。

　

大
変
御
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
『
古
文
書
徹

底
解
釈 
紀
州
の
歴
史
』
シ
リ
ー
ズ
は
、
文
書

館
の
古
文
書
講
座
で
取
り
上
げ
た
古
文
書
の
写

真
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
詳
細
な
解
説
・
釈
文

（
解
読
）・
読
み
下
し
文
・
文
意
例
（
現
代
語
訳
）

を
加
え
た
本
で
す
。

　

平
成
二
十
八
年
度
発
行
の
第
四
集
は
、「
源

太
夫
、
情
け
を
以
て
申
し
諭
す
」
と
題
し
、
文

書
館
寄
託
『
堀
家
文
書
』
か
ら
、
堀
源
太
夫
が

紀
州
藩
の
「
胡う

乱ろ
ん

者も
の

改あ
ら
た
め」

を
勤
め
た
過
程
で

作
成
・
取
得
し
た
古
文
書
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

表
題
の
二
〇
両
紛
失
事
件
の
ほ
か
、

・
鉄
砲
詐
欺
事
件

・
盗
品
売
買
事
件

・
だ
ん
じ
り
に
よ
る
瓦
破
損
事
件

・「
禱と
う

祈き

者じ
ゃ

体て
い

」
の
風
来
者
追
い
出
し
事
件

・
無
届
浄
瑠
璃
興
行
事
件

・
贋
金
所
持
事
件

・
牛
市
開
催
の
許
可

・
容
疑
者
の
忌
中
一
時
帰
宅
の
監
督

・
不
良
奉
公
人
の
指
導

と
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
詳
細
が
知
ら
れ

て
こ
な
か
っ
た
胡
乱
者
改
役
の
幅
広
い
職
務
内

容
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
い
き
ま
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。
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ぶ
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で
お

　

配
り
し
ま
す
。
ま
た
、
文
書
館
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ェ
ブ
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イ

　

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
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